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インターバンクの声 （2015 年 10 月 26 日） 
 

「何だか面白くなってきた」というのが第一印象。そしてＧ２０やＩＭＦ・

世銀総会、国連会議などあらゆる世界会議を受けて、世界経済は「何とかし

なければ」との共通認識の上に成り立っていることをあらためて思い知らせ

た格好。 

ＥＣＢドラギ総裁による 12 月の追加緩和の可能性に続く、中国・人民銀行の

政策金利の引下げ。そして今週末の日銀政策決定会合で果たして追加緩和に

動くのかどうか、すなわち日銀が国内事情よりも世界経済の置かれた状況を

優先するのか、国際経済での日本の立場をどのように捉えているのか、とい

った点もポイントになりそう。 

ＥＣＢが追加緩和に前向きな姿勢を見せたことで先週末の日本 10年債利回り

は 3.0%まで低下し 4 月 28 日以来の 2.0%台が視野に入ってきている中での中

国人民銀行の追加緩和。 

日本の追加緩和にプレッシャーがかかる中、物価見通しを下方修正するにと

どまらず、日銀預入付利の引下げなど何らかの緩和姿勢を示すのか、グロー

バル経済の中での日本の立ち位置が問われることになるだけに、今週最大の

注目材料となりそう。 
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